
揖保|||･夢前川における"eoperla(ﾌﾀﾂﾒｶﾜゲﾗ)属について

姫路市立飾磨高等学校稲田和久

1．はじめに

日本のカワゲラ類の分類につ,いては《,まだ未整理な部分が多く、種まで確
定できる汎用の図鑑すらないのが現状である｡現在も内田臣一氏や磯辺ゆう
氏によって精力的に取り組まれてはいるものの､同好者の少なさも手伝い情
報が不足している状態である。そのため、同定可能な末記載種も数多くある。
この度､発表の機会が得られたのでざ不十鎌ではあるが露れらを解消する一
一助にでもなればと、兵庫県の2河川で得られたフタツメカワゲラ属について
発表することにした｡従って、採集記録だけ篭なく、趣味壁してカワゲラ類
の研究を行うために必要な図版お韮ぴ斑紋の艤徴や同定-この注意点なども合
せて記載した。図版は筆者の採集した2河川産の個体をもとにし､芋個体変異
のある種についてはいくつかの例を示した｡ Ⅲ i→ ・ ・

2.Neoperla(フタツメカワゲラ):属について》，
本属はカワゲラ科に属し§#‘現在国内では5種が記載されているがf未記載
種も合わせると10種以上になるもようである．県内での成虫の記録はほとん
どなく、幼虫で一般に記録されているヤマトフタツメカワゲラも誤同定の可
能性がある。本属の成虫は、頭部に単眼が2個しかない（普通3個）淡黄色
～黄褐色の中型のカワゲラ類で、頭部から胸部にかけて正中線上に黒褐色の
黒紋がある（図1） 。属全体としては上流部～下擁部まで広く分布し、個体
数も多い｡灯火に集まる挫質が強く、川沿いの自動販売機の灯火にもよく見
‐られる。幼虫は河川の瀬より淵やトロに多≦＜生息し、止水にも生息するよう
である。後述のように、種によっては海岸付近や平野部の低山地を流れる細
流や山際の用水路にも見つかり、α中腐水性の指標生物霧あるミズムシと共
存する箇所も少なくない。したがって種類によっては水槽での飼育趣容易で
ある6しかし、幼虫での種の区別点は現在のところ見つかって,いない。

(1)雌雄の区別

雄は腹部第7節～9節背面に突起物や凹部が見られ（図2） 、■この部分
一の種による外形的な形態のおおきな違いは見られない。雌には前記の突起
物がなく平坦であり、第8節腹面にV字形の副生殖板:(図3）が見られ、
･タニフタ:ツメカワゲラ（図4)以外ばほぼ同形である｡副生殖板の後方に

“上卵塊が付着していれば確実に雌である:。慣れれば全体の大きさ‘ :《雄が小型）
や翅形および黒紋の発達状況で区別できる。 ・ゞ
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②種の同定

種の蒔定は基榊“､雑はぺﾆｽの形紬角質化した角状蕊突趣寿
布状況で確認する（図10）。ペニスは半分が裏返しになって腹部末端に入

っている:/(図4)1の藩、濠ザインカツ皇一ナ謝靭などで腹部を切り開き取

り出す。取り出したペニスは5%KOH水溶液に約20分間浸しておくか短

時間煮ると、軟らかく半透明になる。これを水中に入れ、ピンセットや柄

=了付針を用いて双眠実体顕微鏡で覗きながら端から徐々に押さえて反転させ
“る。それが面倒な場合は、生きている間に腹部を指ではさむようにしてゆ

つ，＜り押さえるとざペニスが反転して後方に飛び出て糞1る｡: ､この方法だと
ノレーパでも同定できる。

雌ば副生猿板の内側に角質部を含む肉塊化した膣がくっついて瞳る（図
11） 。つまり副生殖板を腹部から切り離し､5%KOHで前述のように処

理するど透明化した中に角質部が見えてくるので、この形状で同定を行な‐

う．､また、卵の形桃や表面にある微細な彫刻"(図岨）』も種を同定する参考
迄になる｡. ； ； 、 ‘! : ､ 、 、 ‘: ：：

頭部や胸部背面の黒紋の発達状況:《図7・8）や脚部の黒紋（図9）も

種をしぼる参考になる。しかし、やはり同属内ということもあり異種でも

似た個体も多く、同地域内でも変異幅があるので、斑紋のみの同定はさけ

だほうが良い。したがって､，？以下に示す斑紋の特徴は､あくま壷難県産
啓の個体についてまとめた1もので、他府県産の個体では異なる場合もある。

(3)種名につ“て: ‐

前述のように､::本属は未記栽種が多く以下の（ ）を付けた和名は内

田臣一氏にようで近日中に記載される予定の和名である｡､本稿を整理する

にあた画了解は頂いたが､-現時点ではあくまで仮称である。

S.調査地点と採集方法について

(1)調査地点 。＃

揖保川は氷ﾉ山偲高1510m)を源糠とする幹川流程脇"km,:流域面積770

賊の一級河川であり、ほぼ源流部に近い標高800m地点から河口まで6kmの

地点までの26地点の記録をまとめた。一方、夢前川は雪彦山（標高915m)

を源流とする流程39.:9畑の二級河ﾉllであり､標高360mの地点から河口7km

■ の地点までの22地点の記録をまとめたものである｡とくに定点はもうけ

なかったがざ揖保川では一宮町杉ヶ瀬のドライブインが中流部の灯火採集

〆の定点どなった｡1991年-1995年6月までの調査日数55日の記録のまとめ

であるが､おもに1994年～1995年が中心となづており、検体数は784個体
である。 ：

’
’
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(2)撰集方法≦､Ⅲ : : /， オ ≦ ;ご" / ;： ‐ ; ／ ､1 ， :、… 肌 :≦:"$琴¥｡詮-棚』 fゞ ‘
“か*:本属の成虫は､:前述のように灯火に集ま;る性質力職いのiで､ :灯撫採集装
ゞ置､(15W/ﾗｯｸﾗｲﾄ3細馴雛膨木･蹴餓無妹)を使用じた｡また､》綱ﾘ1I近く職自
動販売機の灯火や街灯に飛来している個体も採集した6夜間に気温が低い
5月中旬までは、灯火に飛来する個体が少ないので、河川敷や水際のツル
ヨシや潅木でスウイーピングあるいはルツキングで採集を行なった。 5月
中旬～6月中旬には夕方に川面上を産柳飛行や遡上飛行を行なうので､に
れらを捕虫網で捕えた。 ‐ : ‐ §’ ､当 ;､ i ; ､r

採集した個体は80％エチルアルコール（消毒用アルコール）で液浸標本
にし、筆者が保管している6 :M ， ,『

4． 2河川で採集された種についで

(1)Neo"rlagenicIIIata(PiCtet,1841) フタツメカワゲラ （図7)
下流部～中流部で普通に見られ、ブタ:ツメカワゲラ属では、最も早く仁成
虫が出現し、個体数も多い｡■本種は川幅の比較的広い本流でしか見ら鋤ず､
細流や源流部では発見されていないざ成堕職5月初旬囎夛簿に羽化し寺その
後成長の遅い個体が5月中旬までに順次羽化するもようである。羽化殻は薄
おもにツルヨシの枯れ茎上で数多く見られる｡羽化じた成塗は水際のヅル薑

シの葉裏やとぎには葉表に静止していることもあるが、蕊の付け根と蕊との
間隙に頭部を突っ込むようにし:て隠れている個体が多いも，またﾍﾑ剛II雛に生
えるメダケやヤナギ類などの小潅木の葉に集団で休止して恥急場合も多い。

雄は5月下旬には見られなくなり、雌は遅いものでは6月下旬まで生き伸び
るようである。 ’ ： “
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は見つかっていない。暗色型は雌にしか見られずその出現率は約2⑨％であ
る。本種の暗色型とハルフタツメの雌の暗色化が強い個体ではやや区別がつ
きにくい。

(2)WeoWx･lasp､1(ナヅフタツメカワゲラ夫記載種)"("7) . # .､ 1 ..
下流部～上流部まで広く分布しているもようで、個体数も多い6幼虫およ

び成虫調査の結果から、羽化時期は6月下旬～7月上旬で､§少な曇とも中流
部～下流部にかけては同時期に羽化するようである。雌は上流部では9月中
旬まで生き残る｡ ：

特徴雌雄ともに頭部および前胸背の黒紋の発達は悪く、頭部のM線前部の

－3－
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黒紋と単眼を囲む黒紋は離れている。脚部は脛節両端のみ黒紋力幌ら鋤尋域；
中下流舗で7月－8月に見られる魂Wmrl嘱はほとんどが本種であ勢職似た
斑紋をもロ種はいないが､上流部では8月に斑紋②酷似した欠こうタツメと
混生するようになる．

(3)"omrlaspb2｣I(タニフタツメカワゲラ未記載種> :｣ -延図7)･ #

両河川の上流部でのみ見られ、個体数も多い。羽化時期は鑑く過月上旬と
思われる。 『

特徴斑紋はナツフタツメと酷似しており、斑紋による同定朧困難である。

とくに雄はペニスの比較を行わないと種の確定はできない。雌は副生殖板の

先端部が凸形になっており、卵表面の彫刻も独特⑳パターンをしているので、
他種との区別は容易である。

倒脆Om"aniP伽甑Sis(McLacm肌,1875)ヤマトフタツメカワケラ'(38)

‐揖捌IIの上流郡でのみ得られて賊る.成虫の羽化時期は7月上旬と考え
られるが､:個体数は多くない。野外採集個体は全て燈火で得られたものであ

る。 ‐ i

特徴'脚部の黒紋は褐色を帯び、腿節、脛節ともに稜線部のみ黒いのが特徴

である．他の他o腿1,1獺に比（､:体色は全体的に淡色で､頭部背面や前胸背
面の黒紋も淡色である。場所によって同時期に採集されるタニフ蕊ツメ;，ナ

ツフタツメと比較して体全体が大きい。 ，

伺脆orrlahatakeyamaeOkamoto,1912 クロフタツメカワゲラ↑（図S)

揖保川の上流部でのみ得られているが､個体数は少ない｡;羽化時期も他の
We"erl蠣成虫に比蕪渥＜、8月中旬ま恋の燈火採集では得られたごとがな
い。成虫の羽化時期は8月下旬～9月上旬と推定されるd､ ; イ

特徴頭部及び胸部”背面、翅は黒色を帯び､前翅の前縁は淡黄色冠縁どら

れる。脚部も宇様に黒色を帯び､他種との区別は容易である．

伯)"e"rlasp.3 (ハルフタツメカワゲラ未記載種) (図8) 〉

成虫は本流部では中流部～上流部で見られ、個体数も多い。下流部では本

流には見られないが､]低標高地を流れる支流および細流の源流部で得られた

幼虫からは､すべて本種が羽化した。幼虫は淵に溜った落ち葉の間隙などで

見られ、砂泥の底質を持つ用水路などでも見られる。夢前AIIでは4月末日前

後に早い個撚が羽化し、 5月初旬に最盛期をむかえ､ ,5月下旬ま悪には終了
するようである。上流部では羽化した成虫は水際のツルヨシの葉上で見られ、

フ教ツメ脚ワゲラとよく似た行動をとる｡雌は上流識香懲7月上淘謹で盤窪

－4－
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残る個体がある。

特徴頭部背面にあるM線前方の黒紋は､単眼を囲む黒紋とは離れており、
脚部の黒紋は肘部ど脛部端こある。雄ではM線前方の驫紋はv字形をした個
体が多く、同時期に発生するフタツメカワ妹ラ琴区別できる。雌は淡色の個
体から黒色部の発達した個体まで連続的な変異が見られる。 6月以後にはよ
く似た他のフタツメカワゲラ属の成虫が羽化するので、斑紋だけでは他種と
の区別がつきにくい。卵をもった個体では卵表面にある縦条鋤彫刻を参考に
するのがよいようである。

命↑

("総鰹職喜菖穂ご鯛謬な雰職鑑墨j,さな淵”
緩い流れのある水溜りの落ち葉の下や間で見られるが少な寿奄穂露きりとし
た流れのある場所では見られない｡成虫の羽化時期感6凝鰯老中鯉と推
定される｡ i 配‘”； ［ ．、 ：‘ ‐.‘‐ 三;

特徴丘頭部背面のM線前方の黒紋と後方の単眼を囲む黒鱗麓薩秘ており、ハ
ルフタツメより発達して大きい6脚部の黒紋も発達してお恥羅節長の約1／
2に達する。 ： ＃

5NeoPerla属の流程分布と標高（図13 ． 14) ！ 'K」 下 ‘ ‐

本流に注目すると､ほぼ圃時期に羽化するハルフタツ婆”墨ツメの分布
域は上流部にハルフタツメ､#下流部にフタツメが分布する壱｡下流部ではハル
フタツメの幼虫は低標高の支流や細流の源流部に生息しているど達溌から、
水温以外の要因が分布域を決めている可能性がある。逆にﾀﾆｺﾀﾂ茅･ツ
ユフタツメについては、幼虫は流速の遅い小さな淵やトロに生息して,いるが、
比較的高標高地のみでえられるところから、水温が関係するものと考えられ
る.ヤマトフタツメ。クロフタツメは現在のところ揖保ﾉI趾鍼部でしか得ら
れず､さらに低水温を好む可能性がある。ナツフタツメは水温に対する適応
範囲が広いらしく、下流部では水温が25℃にもなるトロで採集した幼虫から
本種が羽化した。 ： 〆 1､ ,｝

B.流程と発生時期について（表1)f
表,は5年間の2河川での野外での採集記録を月毎にま”たもめである。
河川や標高の違いで､種類によっては'鯛程度の壷w,は見られるようであ
るが､大まかな発生状況は把握できる。下流部ではフタツメカウゲラが4月
下旬に羽化し、しばらくすると見られなくなる．:その後本属の成虫は見られ
ないが6月下旬になるとナツフタツメが羽ｲ晩てくる．』 … ‐ 〃
中流部では4月下旬にﾌﾀﾂﾒｶﾜゲﾗが淵とし､やや週､》てﾊﾙﾌ壁ヅ
岩ﾒが羽化する。6掴下旬になるとフタツメカワゲラは少参く趣り､ ■錨篭蔀る

－5－



図S Neoperla属雌の副生殖板
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図7 "eoperla属7種の頭部1

！
！

Neoperlageniculataフタツメカワゲラ
暗色型

図6雄全形 （タニフタツメカワケラ）

Neoperlasp.1 (ナツフタツメカワゲラ）

蕊
Neoperlasp.2 (タニフタツメカワゲラ）
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図8 "eoperla属7種の頭部 2
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Neoperlaniponensisヤマトフタツメカワゲラ

Ｏ
Ｔ

Neoperlasp.4 (ツユフタツメカワゲラ）

Neoperlahatakeyamaeクロフタツメカワゲラ

？

暗色刑Neoperlasp.3 (ハルフタツメカワゲラ）
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図g Neoperla属7種の中脚

Neoperlageniculataフタツメカワゲラ

タッメカワゲラ

暗色型

Neoper

タツメカワゲラ）

Neoperl

ルフタツメカワゲラ）

暗色型

Loperla niponensisヤマトフタツメカワゲラ

フタツメカワゲラ）

"eoperlah
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図 lO "eOperla属雄6種のぺニス
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図11 "eoperla属雌6種の膣

Neoperlageniculata

フタツメカワゲラNeoperlaniponens1s

ヤマトフタツメカワゲラ

Neoperlasp.3
（ハルフタツメカワゲラ） Neoperlasp､1

(ナツフタツメカワゲラ）

Neoperlasp.4

（ツュフタヅメカワゲラ）
Neoperlasp､2

（タニフタツメカワゲラ）
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図12 "eoperla属6種の卵

Meoperlasp.4

（ツユフタツメカワケラ）
Woperlasp.3

（ハルフタツメカワゲラ）
Neoperlaniponensis
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図13Meoperla属7種の流程分布
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